
 

 
 

 

 

 

 

 

横浜市は、健康・医療分野の支援を通じた新たなビジネスの創出に取り組んでおり、その取組の一環と

して、（公財）木原記念横浜生命科学振興財団との共催により、希少・難治性疾患に関するセミナー、ピッ

チ、ポスター展示及び交流会を開催します。希少疾患分野の研究にご関心のある企業の方はもちろん、同

分野の研究者の方、研究に興味があり、協力いただける患者・家族の方など、どなたでもご参加いただけ

ます。 多様な業界・ご所属の皆様のご参加をお待ちしています。 

なお、本イベントは RDDJAPAN の公認を受け開催されます。 

 

 

■ 開催日時：令和７年２月 21 日（金）14：00～17：00（受付開始 13：30） 

                         ※オンラインの方は 16:10 まで 

■ 開催形式：【現地参加】 会場：日本橋ライフサイエンスハブ  

東京都中央区日本橋室町 1 丁目 5 番５号 室町ちばぎん三井ビル 8 階 

【オンライン参加】 Zoom ウェビナー 

■ 定   員：現地 80 名、オンライン 500 名 

■ 参 加 費：無料（お申し込みが必要です） 

■ 申込締切：現地参加  令和７年２月 20 日（木）17:00 まで 

         オンライン  令和７年２月 21 日（金）14:00 まで 

■ 主   催：（公財）木原記念横浜生命科学振興財団 

■ 共   催：横浜市経済局 

■ 協   賛：一般社団法人ライフサイエンス・イノベーション・ネットワーク・ジャパン（LINK-J） 

■ スケジュール：裏面をご覧ください 

 

 

 

下記の参加申込フォームからお申込みください。 

現地参加 

https://biblio-rare-disease2025.peatix.com 

 

 

オンライン参加 

https://zoom.us/webinar/register/WN_-FZi0TUjQAOwKTge4ndOfw 

 

 

令 和 ７ 年 ２ 月 ４ 日 
経 済 局 イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 課 
(公財)木原記念横浜生命科学振興財団 

記 者 発 表 資 料 

セミナー概要 

申込方法 

 

 

裏面あり 

世界希少・難治性疾患の日（Rare Disease Day）RDD 横浜 BIBLIO セミナー 

「Rare Disease Innovation Pitch in 日本橋 

～研究がつなげる未来～」を開催します 

https://biblio-rare-disease2025.peatix.com/
https://zoom.us/webinar/register/WN_-FZi0TUjQAOwKTge4ndOfw


 

 
 

スケジュール（詳細） 

１４：００ 

 
 

１４：１０ 
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１６ ：１０ 

１７ ：００ 

開会のあいさつ  

 公益財団法人木原記念横浜生命科学振興財団 事業企画部長 村田
む ら た

 正弘
まさひろ

  
 

セミナー 

「希少疾患の研究を取り巻く環境と未来への期待～市場・現状・課題～」 

「基礎研究の早期着手を実現するヒト生体試料募集。 

全国の患者さんから検体提供協力を可能にする新たな手法について」 

3H メディソリューション株式会社 3H ライフサイエンス研究所長 牧
ま き

 大輔
だいすけ

 氏  
 

ピッチ 

「フェニルケトン尿症の新しい治療法 液体肝臓の開発」 

横浜市立大学大学院 生命ナノシステム科学研究科 小島
こ じ ま

 伸彦
のぶひこ

 先生  
 

「遺伝性発達障害である脆弱 X 症候群に対する治療薬開発への挑戦」 

横浜市立大学大学院 生命医科学研究科 佐々木
さ さ き

 幸生
ゆ き お

 先生  
 

「公開準備中（２月上旬に公開予定）」 

ジェイファーマ株式会社 取締役 CFO 藤本
ふじもと

 裕
ゆたか

 氏 
 

「ALS 疾患モデル神経細胞の効率的な作出技術の開発」 

横浜市立大学 医学部分子生物学教室 秋山
あきやま

 智彦
ともひこ

 先生 
 

「希少疾患からくるコア技術研究 

          ～多種多様な障害を包摂性で解決するソーシャルインパクト～」 

LOOVIC 株式会社 代表取締役 山中
やまなか

 享
とおる

 氏 
 

「医療ニーズの高い重症心身障がい児の意思を可視化する、コミュニケーション支援

AI の開発」 

横浜市立大学大学院 医学研究科小児看護学分野 佐藤
さ と う

 朝
と も

美
み

 先生 
 

ポスター展示 交流会 

終了 

※当日状況によって時間が前後する可能性があります。 

※演題名、各講演者は変更になる場合があります。 

 

【参 考】世界希少・難治性疾患の日（Rare Disease Day）について 

世界希少・難治性疾患の日（Rare Disease Day, RDD）は、世界中の希少・難治性疾患の患者さん

やご家族にとって、より良い診断や治療による生活の質（QOL）の向上を目指す活動です。うるう年の

「Rare な日」にあわせ、毎年 2 月最終日が定義日となっています。2008 年からヨーロッパでスタート

した本領域世界最大の社会啓発イベントであり、日本でもその趣旨に賛同して 2010 年

から全国で開催し、患者や家族同士、関係者らがつながる機会をつくっています。 

          ＜RDD2025 サイト＞ https://rddjapan.info/2025/officials/ 

※本件は、横浜経済記者クラブへも同時発表しています。 

お問合せ先 
「オープンイノベーションに関すること」  経済局 イノベーション推進課長  中山 佳代子 Tel︓045-671-2574 
「本 セミナーに関 すること 」 （公財）木原記念横浜生命科学振興財団事務局長  広瀬 貴生   Tel︓045-502-4810 

https://rddjapan.info/2025/officials/

